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って用いられてきた。 私がここで考察するのははじめの 1世紀で， 隊密には
1696年の最初の発行から1797年のイ '/1/ラ'/r銀行の免換停止までである。簡
単な時代区分と特徴付けによれ以下の展開に対する目やすをつけておこう。
J) 成立期 (1696-1707年)… 発行から定着までの試行錯誤，国家紙幣とし





国庫証券の発行規定は， 国立土地銀行 (TheN ational Land Bank) の設




2) 7/8 Wm 3.cap. 31 
副 長谷町泰三「英国財政史研究」勤草書葺，昭2669ページ。
イギリス公信用史における国車寵券 (429) 57 
せざるをえなくなったのである o リチャーズは， I政府を破産から救ったのは，
法律のこの部分だJ'lと評している。
最初Jの発行は， 1696年 7月に行なわれ Iこの時を境に国庫 (Exchequer)
は，塩税を基金とする一種の銀行 (ExchcqucrBank)をその一部に擁するこ
ととなヮた。J 証券の発行規定を要約すれば次のようになる九
1目該証券ほ要求払いにして， 100"あたり日歩 3d のー割合で利子を受ける。
2 支払いには国庫の収入券売てる。
3 額面は 10"，20"， 30"， 50"， 100" とする。
4，控え (Cou此 erfoil)は国庫に保管する。










1 st Aug9t 1696 
By Virtue of an Act of Parliament passed in ye VIII Year of his 
Maties Reigne This Bill intit1es ye Bearer to Fifty Pounds with 
Interest at ye rate of 3 pr Cent pr diem Payable at ye Receipt of 
EXCHEQUER on demand. Entreu Ro. Huωard 
翌 1697年， 流通を促進するため法貨規廷の条項が加えられ， 納税に用いる
ことが出来るようになった。乙れによって民間での信用度が一躍増大し，発行
4) R. D. Richards，“The Exchequer Bills in the History 01 the English Government 
Finance ¥E，側omicH:凶 ory，Vo1. 111， No. 1， Feb. 1936， p.195. (以下 R. D. R ichards， 
E. B. ~略記する。)
5) 長谷田泰三，前掲書， 80-81へ少。





Excheauer N o. 22157 ;;";';"U~ 'i 
6th A立gust1697 
Pursuant to an Act of Parliarnt Au仕lOrizing Bills to be issued for 
1，200，000' Th日 Billentitles the Rearer to Five P叩 nds竺ヱ笠2
a11 Paym飽 toR町田v"ーヱL王竺竺竺 01S史己主 forye Warr Anno 1697 
Except ye III Shi lg Aid 
A farthing a day interest Ro. Howard 
なおこの券の額面は，第1回の発行規定にはみられなかった 5.1>券であるこ















7) Ibid. (判読にるたり， リチャー ズの採録する1697年尭行 No.8961をも参照したoなお彼は
1696年発行例は現存しないとし、う。 R.D. Richards， The Harly His加 'y0/ Banking叩 Eng
h旬d，London， 1929， p.142， n.2.) 
8) 長谷田泰三，別措書， 25ベ ジ以下。
9) W. R. Ward， The English Land Tax四 theEighteenth _ Centtげ'Y，Oxford， 1953， p.45 
イギリス公信用史における国庫証券 (431) 59 
ではなかろうか。
法貨規定を与えられた国庫証券の裏書き例をみることによって，その流通の


























12) Sir J. Clapham， op. cit.， Vol. 1， p.5 
13) R. D. Richaγds， E. B.， p. 198 
60 (432) 第曲者第6号
流通管理団への現金出資に対しては， 年利 10%が支払われた。 しかしこの
利払い額は，流通してし、る証券への利子とは別であり，国庫証券の発行は「政






1. 8 & 9 Wm III cap. 6による 150万£は，同じ法律による人頭税，補助税，地租
などの収益。
2. 同と， cap. 10 (2 nd 3 s.Aid)による国庫証券は，同じ法律による Aid収入。
3.向上.cap. 24による追加発行 120万£は 1697年の戦費収入ならびにそれ以後
に協賛される A目。
4. 11 Wm I1I cap. 2 (英国地租法律)は，国庫証券の流通費として4万£を計上。
5. 12/3 Wm III cap. 10 (4 th 3 s.Aid) は1.9万£を流通費に. 46.6万£を償還
費に充当。
初期の発行は，上記の2回であるが，その完済には 1710年までかかり，多い








14) W. A. Shaw， Cale冗da'YoJ Trt山帥'YBooks， XI， cxlv山(長在日氏の示唆による。)
15) 長寄団事三，前掲書.86ペー ジ。
16) 向上， 92-93ベシ。
17) 玉野井昌夫，ィ γグラゾド担行の成立とイギリス金融制度の展開. r学習院大研究年報JI. 
333ベー ジ。






2に証券の流通を外部金融の力つまり公募の金銭に頼ったこと(イ yグテ y ド銀
行券は銀行で免換されたが，国庫証券は大蔵省の指定商人が免換した)などをあげて
















18) cf.， W. A. Shaw， "The Tr岨 suryOrder Book"， Economic }凶作協1，Vol. 16， 1906 
19) R. D. Rkha-rds， E.B.， p. 198 














1 An Act for continuing the duties upon houses to secure a yearly 
fund for circulating Exchequer BiIIs， where by a sum not exceeding 











22) 51I J. Clapham， 0ρ cit.， Vo1. 1， p.57 
23) 5 Anne cap. 13 
24) R. D. Richards， "The Fust Fifty Years of th，e Bank of Englfl.nd "， in J. G 
Dillen， Histo叩 ofthe PrinciPal Public B四 ks，London， 1934， Reprinted， 1964， p.2-39. (以
下R.D. Richards， F. F. I::略目〕





fTh日 Billcarrys an Interest of two pence a Day for any time not 
exceeding 12 months from the Date， Tho. Madockes.J 















歩 2d. とし，流通準備として銀行株主に“ Call"'を要求，その額が当時の資
本金 220万£と同額に達しないうちは流通を留保するというものであヮた。こ
の時の"'Call ..は時価 115で行なわれたにも拘わらず大成功で， 売出し第1
日で 100万五払込まれたというから，銀行は国庫証券の流通の利ざやはなかっ
たに拘わらず，株式のプレミアムによって払込み額の 15~百を利得した。“ Call" 
25) R. D. Richards， E， B.， p. 204. 
26) Ibicl.， p.202 
64 (436) 第98巻第6号




No. 12504 ~~c~equel. 
2 d. Tune 1709 
Pursuant to an Act of Parliament Anno 1709 for Enlarging the 
Capital Stock of Ll日 B出 lkuf Englanu ltd. This Bill Entitles the 
Bearer to ONE .HUNDRED POUNDS with interest a-t Two Pence a 
Day， To be Returned in all Aids， Taxes， Loans and Payments what 
soever to Her Ma jesty and to be paid to the Bearer by the Gover-
nor and Company of the Bank of England from time to time as the 
same shall be paid into the .Excheque-z: by any Receivers or Colle-
ctors of Her Majties Revenue， Aids， Taxes， or Supplys， and be thence 
Reissued and at all times by 5uch ReceivnI OT CoIlectors out of any 
PuoIick Money in any of their hands as directed hy the said Ad. 
Geo. Montague 
記載内容の主なものは， 日歩 2d っき証券であること， 償還にはすべての
国庫収入がひきあてられること，一度流通に入つてのち納税に上って国庫に戻






1709年 9月には， さらに 61万£余の国庫証券の発行が計画され，銀行側は
40万£を引受けることになった。この時の“Cal1，.も 115で 656，204E が払
込まれ，銀行資本金は 5，058，547E 1 s. 9 dに増えたのである。その構成内訳
27) Sir]. Clapham， op. cit. Vol. I， p， 38
28) lbut.， Vo1. 1， p.291， 




出しを円滑に1るため， 11707年に発行された 150万A，u) 1709年までの
4.5%の利息 12.3万ゑ iu) 1710年までの利息 (6%)15.2万卓」の計 177.5
万五を永久債にかえて家屋税から利払し、したのにはじまヮた。
私たちがこれまでみてきた両年度の発行を通じて，国庫証券の近代的短期公















29) 5ir J. Sinclair， The History of the Piμblic Rev印刷 01the British Empire， 3 rded.， 1803~ 




30) E. L. Hargreaves， Tke National Debt， Lon{lon， 1930， p.18 
31) 玉野井昌夫.前掲論文， 336へージ。
66 (438) 第98巻第6号
第l表 国庫証券の残高 ていなかった。」叫そのため， 1716年につくられた










資料:R. D. Richards， E， B.， 
















32) .R. D. Richard同 R.B.， p. .207 
33) Sir J. Clapham， op. cit.， p.70. 
34) R. D. Richard~. P， P.， p. 242 
35) Ditto， E. B.， p. 208 
.36) J. E. D. Binney， Rri山 hPubliιF叫ance酎 tdAdminisl町 tion，1774-1792， Oxford， 1958， 
























37) 刷稿，イギUスにおける公信用の成立と某金制度， r経済論叢」第97巻第6号， 1966年6月，
68へーシ。
38) Sir J. Clapham， ot. cit.， Vol. 1， p.92 
39) R. D. Richards， E. B. p. 206 




年次|発行高凶|年財政規模回 IA/B 租(最高賦課率で 200方卓)や
1776 300 2，173 14 
77 450 2，481 18 麦芽税の枠内におさまるわけは
78 300 2，621 11 ない。地主や借地農にとって，
79 600 2，903 20 このような事態は牛々の地租率
80 275 3，452 08 
81 375 3，688 10 を上方に硬直化してしまうだけ

















交付証券 (SupplyBills)， 臨時軍事費 (Vote 01 Cred川， 銀行特許状証券
42) N. C. Phrllips， . Edmund Burke and the County Movement "， E時 lishHislori印 lReview， 
Vol. 76， 1961， p. 256 
43) W. R. Ward， op. cit.， p. 125 






見ているわけにはし、かなかった。 1778年， i主として極軍手形 (NavyBills). 




































賀料 J.E. D. Binney， B〆'itishPublic Fl叩問日開dAdnnnistration， 














めに， 歳入計画 (Ways and Means) に占める国庫証券の地位が大きくなヮ
たともいえる。その結果，中夫銀行の信用に支えられた公信用の拡張方式が，
























































翌 96年，大蔵省手形 (Treasurylj]]s)による約定貸付限度 50万五が破ら
れ 6月にはこの分が 123万£にのぼった。ピットはこれにさらに 7月と 8月
に80方£づっ追加するよう要求した。 イングランド銀行が8月分の引受けに
難色を示すと彼は 18月分の引受けがなければ7月の分も無駄になる」町と脅し




策を弄して銀行からの戦費調遣を続けた。 このため 1797年 2月に入ると， 銀
行の金準備は 127.2万£に減った。これに対する発券額は 1，055万£から 864
万五に収縮しただけであった。
1797年 2月 26日，遂に正貨支払停止 (Suspensionof Cash Payment)壱
命じた枢密院令 (Orderin Council)が発せられ， 翌 27日，銀行券の免換が
停止されここにはじめて中央銀行による通貨管理時代が出現した。そして議会










51) H. D. Macleod. Theoyy and Pyactice Qf Banking， London， 5 th ed.， 1892， Vol. 1. p. 521 
52) Ibia.， Vol. 1， p. 523 
53) lbia.， Vol. 1， p. 524 
54) Ibid.， Vol. 1， pp. 529-30 
イギリス公信用史における国庫証券 (445) 73 
1797年 2月 25日現在のイングヲ γ ド銀行ハランス・シ ト
負債 資産(，g) 
銀行券・手形割引き 11，029，850 I 手形・銀行券・正貨 4，17ι080 
国庫証券預入分 1，676，000 I国庫証券 8，228，000 
未払い配当分 1，040，320 I部局債竿 70，040 
銀行利益金 3，826，890 I大蔵省手形 1，512，270 




計 17，597，2ω| 計 17，597.280
注:イギリスではパランス ツー トの左右が逆である。
担行資本金とそれに見令 3た永久債部分は省〈。
資料 w. J. Lawson， The Hi山 ry01 B叩 k~ng， p. 55， f.n.; cf.， H 
Thornton， Paper C'Iedit 0/ G+'eat Bη'a色n，pp. 133-36 
行の発券業務にとって大きな負担をなしていることが伺える。 Iイングラ Y ド
銀行は，組織的に手形割引を業務とした世界一c最初の中央銀行であったが，こ














55) 玉野井昌夫，資本主義の確立と銀行制度の成立.大島清他「金融論」東大出版， 1964，39へ ジ。
56) W. J. Law5on， The HlStory 01 B，出制tg，Boston， 1852， p. 56 
74 (446) 第四巻第6号
河 大蔵大臣互に対して行なわれた種々の抗議の結果，政府が銀行からの前貸金を返済
するか削減するかしていたら，銀行は流通している銀行券の量を随意に規制出来たと考
えますか。
答 もちろんです。
問 あなた方が返済を訴えたとき，もし政府への前貸金が返済されたり削減されたり
していたら， あなたは2月初日の免換停止を命じた枢密院令が必要だったと考えます
治、。
答政府への前貸金がもっと少なかったら，枢密院令は必要だったとは考えられませ
ん。」
かくて，銀行券から価値表草の制約をひとたび奪うや， ピットはその後の戦
費を支弁するために「あたかも金の山を掘りあてたかのごとくふるまった。」
彼がここに手にしたものが，果して中世来の仙石 (Phylosopher'sStone)で
あったかどうかは，有名な通貨論争で明らかにされて行くのだが，この問題は
すでに本稿の枠をこえている u
む すび
私はさきに原蓄財政におけるさまざまな基金の存在型態を考察する中で，そ
の一部門として国庫証券壱概観した町。今ここであらためて国庫証券をとりあ
げたのは，もとより唯それに拡大鏡をあてるだけの意味ではない。私のアY グ
ノレは，はじめに設定しておいた2つの目的. I公信用の確立過程における国庫
証券の種々の機能の変貌」という興味ある課題と，国庫証券を媒介として珂ら
かにされる「中央銀行制度の成立期にみられる国庫と中央銀行の関係」という
きわめて深刻な課題にとられ， とりわけ後者に重点がおかれてきた。
公信用と中央銀行を切断し，財政と金融を分離することが，原蓄財政に対抗
して上昇してくる産業プノレジョワジ の，通貨価値擁護のための月ロ?ガンで
あったo 国庫証券の変貌の中に，私たちは彼らが何とたたかわねばならなかっ
たかを明らかにすることが出来たのである。
57) 拙稿，イギリ久における公信用の成立と基企制度.r経済論説I第97巻捕6号.66-69ベー ジ。
